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一
月例会r長期予報と大気大循環」プログラム

　本誌6月号でお知らせしました月例会「長期予報と大

気大循環」のプログラムが下記のように決まりましたの

でお知らせします．なお，プログラム終了後に懇親会を

予定しております．

　　　　　　　　　　　　記

　1．日時：1992年10月26日（月）13：30～17：30

　2．場所：気象庁第一会議室（5F）

　3．プロゲラム：

セッション1　座長　内野　　修（気象研　気象衛

　　　　　　　　　　　星・観測システム）

13：30～14：00　ピナトゥボ噴火後のエア官ゾルの粒径

　　　　　　　　分布と放射効果

　　　　　　　　　　浅野　正二（気研・気候）

14：00～14：30GMSリモートセンシソグによる成層

　　　　　　　　圏汚染の観測

　　　　　　　　　　中島　映至・仙波秀志（東大・

　　　　　　　　　　気候システム）

セッション2　座長　馬淵　和雄（気象庁・長期予

　　　　　　　　　　　報）

14：30～15：00エルニーニョと赤道波

　　　　　　　　　　和方　吉信（東海大・海洋）

15：00～15：30

15：30～15：45

セッション3

15：45～16：15

16：15～16：45

16：45～17：15

17：15～17：30

　4．

エルニー芦ヨ現象の観測・監視体制の

進展

　　佐伯　理郎（気象庁・エルニーニ

　　ョ監視セソター）

休憩

座長　広岡　俊彦（気象大学校）

熱的条件が2次元対流セルサイズに及

ぽす影響

　　石渡　正樹・竹広　真一・林　祥

　　介（東大・理）

成層圏の予報解析サイクル導入に関す

る問題

　　多田　英夫（気象庁・数値予報）

積雪デrタの数値予報モデルヘの利用

　　益子　直文（気象庁・数値予報）

総合討論

問い合わせ先：

〒100東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　気象庁長期予報課　高野清治

　　　　TEL．03－3212－8341（内線3158）

1992年9月 25


